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Rickettsiaの抗原分析に關すろ研究

金澤醤科大學細菌學教室（主任 谷敏授）

飾 谷 喜 兵 衛
   Ki7wi Goi’tyfx

  （昭和24年9月30目受血）

第1章緒
 從來褒疹チフス及び獲疹熱の臨床診漸には主

としてWeil一：Felix反影が日日はれてきたが，近

時之等病原罷自身による凝集反響，補膿結合物

慮，沈降反慮が行はれるようになった．帥ち凝

集肝胆に於てはRickettsia prowazeki（以下R． P．

と午下する），R量ckettsia mooseri（以下R・m．と

平野する）及び：Proteus OX19菌（以下OX菌と

門構する）を抗原とした多くの1》，2），3），4），陽性

の報告があり，陰性の報告も少数ながら存在す

る．前報にて述べた如く我國に於ても凝集反賑

による簡易診断法が籏出してみるが，街爾疾患

の鑑別は容易ではなV、。補禮結合反当に於ては

OX菌抽出液を抗原とした陽性の7）， s＞，9｝報吉，

陰i生10），11），1：〉：或に不良の報告もあり，叉Rを

抗原としたものの中，R感染颪の酒精浸出液：を

使用した陽性のIs｝， i4）報告，陰性の15）， lfS） W告

あり，COx－Craigie法による獲疹チフスワクチ

ンを抗原として陽性の成績を出してみるものも

ある．沈降反磨iに於てはOX菌或はRを抗原
として使用した多くの雪1），22），2s），17），24）陽性の

報告があるが，就中最も注目に債するものは

Castanedaの2s）それであらう．氏はOX菌か

らRp並にR．m．に共通な耐アルカリ性多糖

類物質X因子と本菌族に固有な易アルカリ性多

糖類抗原物質P因子を抽出し，之等の抗原を使

用して沈降反慮を行ぴ，獲疹チフス及び護疹熱

言

患者血清のWeil－Felix野冊陽性が氏の所謂X因

子によるととを明かにした．近年Cox－Craigie

導出つるに及んでRの蒐集が漸く容易となって

以來，Rの抗原分析に写する研究は長足の進歩

を途げ，Shepard， Craigie， Wishart， Vanden，

Ende 19）等によ勢， R． P．とR． m．の共通抗原

は影響に含まれる耐熱性可溶性物質であり，爾

者の特異性抗原物質は易熱性で菌門内にあるこ

とが報告され，我國に於ても田宮・朋里17）等は

R艦にOX菌と共通な耐熱性のCastanedaのX

因子の外に，R． p．とR． iP．にのみ共通な易熱

性の新抗原物質（C因子）のあることを報告し

てみる．更に凝集素の吸牧試験による抗原分析

に就ては25｝，S），17），粉種々の業績があり，北岡

Is｝はR． P．， R．m．， OX19菌， OXK菌について

凝集素の吸牧試験による抗原分析を行ひ，C肝

stanedaの所謂X因子の存在を確めると共に更

に可溶性抗原について研究を進め，その抗原が

Euglobulin屑にあることを確認した．

 余は前報8）に於て，R凝集反慮により，凝集

債の上よりR．P．， R． m．及びOX菌との間に

特異性抗原の外に共通部分抗原の存在すること

を報告したが，本報に：於ては更に凝集素吸牧試

験を施行して各種部分抗原の存在を明確にした

ので一括報告する．

第2章 抗原浮游液及び菟疫血清の製法並に凝集反慮，補髄結合反慮，吸敗試験の術式

第1節抗原浮游液の製法 使用菌株：R・P・はBreini株， R・m・はWilmington
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株，OX菌は簿研株， R・P・及びR・m・抗原漂輸液

（以下R・p・及びR・m・抗原と略欝する）はCex－

Craigie法に準じて作製し，毎分5，⑪OO・y6，0⑪O怠業

1時間遠心して髄液をすてRの沈澱に0・2％ホルマリ

ン加生理的食盤水を加へてR含有量が1cc中30億前後

になるように濃縮し，OX菌抗原浮游液（以下OX抗

原と略鰐する）は充分に護育せるペトリ皿2ZI叛につ

き5CCの滅菌生理的食監水を加へた濃厚菌浮游液を作

む，之を2時間識量し60ec 3⑪分母熱したもの及びそ

れを毎分3，000回轄30分取心した上澄液を用ひ何れも

氷室に保存した。

      第2節 毘疫遍満の製法

    第1項死菌琵疫血清の製法

 1死菌家兎冤疫血清R．P・，R・m・発疫血濡は吉

岡氏2G）冤疫法に微ってR． P・， R． m．各死菌抗原1cc

宛を各・々丁重2kg以上の家兎2頭宛に耳管脈より7日

闘連績注射を1回行ひ，OX菌免疫血濤は1cc申1mg

含有のものを膿重2kFeの家兎2頭宛に耳灘脈より第1

日目にO・5cc，第4目目に1・Occ，第ア日建に1・5cc

宛注射し，各々最終注射日より7日目毎に膿血，4週

間にわたり観察した．
               チ
 II死菌海露量疫血清 ：R・P・， R． m・t OX菌各免

疫血清は燈重350g前後4～海瞑各々5匹の腹腔内に上

述各抗原を毎日1cc宛7日間連績注射し，最終注射日

より7日目毎に探血，4週間にわたり糊察した．

 Itt死菌入臼取血清 余の上榑部皮下に上述R・P・

抗原を第1目目に0・5cc，第4日目に1cc，第7目目

に1・5cc注射し，最終注射日よ：り7日目毎に探血，4

週聞にわたり観察した。

    第2項 生菌冤疫血清の製法

 1生菌家兎免疫佃清 家兎の入手困難な爲雌性家

兎1頭宛を使用した。R・P．， R・m．の購i化鶏卵卵黄

嚢の10％滅菌生理的食管水浮游液を作って氷室に保存

し，製後言日，eg 4日目，第7日目の3回にわたり耳

静脈よむ1cc宛注射し， OX菌は37。C 24時闇培i養よ

り1cc中藍mg含有の食璽水浮瀞液を作り，之のlcc

宛を脳槽脈より製後24時間目，第4日目，第7日目の

3回にわたり注射し，探血及び観察は前項と同標に施

行した．

 ■生菌海狽冤疫血清 R・P・，R・m・各冤疫血満は

家兎冤疫に使用せる抗原を膿重3509前後の海狽5匹

の腹腔内に3cc宛1回接種し， oX菌冤疫血清は生菌

による忠死を慮む溜め死活浮游液（1cc中1mg含有）

を以て製後24時間目，第4日目，第7日目の3回にわ

たわ各klcc宛海瞑腹腔内に注射し，最終注射日から

第7日目よむ更に生菌浮游液を以て第1日目に1cc中

0・1ni9含有のもの1cc，第4日目に1cc中⑪。5mg含

有のもの1cc，第7日目にlcc中1 m’ X含有のもの1cc

を腹腔内に注射，死菌冤疫血1満と同様に探血，観察し

た．

     ee 3節 凝集反鷹の術式

 薗報告と同様に谷敢授の微毒スピロヘータ凝集手懸

に準じて行りた．

    ee 4節 補膿結合反響の術式

 男爵結合反慮の術式は金澤署科大學附屡署院樵査部

に於て實施されてみるWassermann反懸術式鮒に準

じ，山羊赤血球俘游液は3％，補膣は2軍位，抗原は

豫めその溶血作用を検したが何れも陰性であ軌叉抗

補膿作用を賦しその防止下量の孚量を實瞼に供した．

一    第5節 吸牧試験の術式

 R・P・・R・m・及びOX菌の各抗原は第2章第1節

の如く作り他方冤疫血清は第3章曾於て観察に供した

：R．p．（家兎No．ユ）， R． m．（家兎：No．3〕，及びOX

菌（家兎No．5）の死菌家兎冤疫1血清の最終注射日よ

り14日目のものを使用した，邸ち各軍馬血清の非稀羅

のもの1ccにその3倍量の抗原を注加，37。C 3時間

放置の後，更に24時間氷室に保存し，之に忙し毎分

7，Goa回1時間の張力遠心を行って上液につきR．P．，

R・m・及びOX菌の各抗原を以てそれぞれ凝集反賑

を行ひ37。C24時1猛煙制定した．

第3章 屍菌冤疫の経過

 第2章第2節の如く，R． P．， R． m．， OX各死

滅抗原を注射し最絡注射日より7日口毎に家

兎，海狽及び入血清を探取，4週聞にわたって

凝集反慮，輝輝結合反町及び各實験動物の護熱

歌態を観察した．使用動物数は各抗原に封し家

兎は各々2頭宛，海狽は各々5匹宛であるが，

R．P．死菌家兎前回血清に於ては家兎No．1と

家兎Nα2とがほS一同様の成績を示し，叉R・m．

死菌家兎蝉吟血清に於ては家兎No．3と家兎

：N⑪．4，0X死菌家兎冤疫血清に於ては家兎No5
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と家兎INTo． 6がほ到司様の成績を示したので各

種死菌家兎琵疫血清の成績は家兎No．1， No．3，

No．5のそれのみを表示した（第1表潤目。同

様の意味でR．P．死菌海狽冤疫血清に於ては海

瞑No．1より海瞑N⑪． 5 va至る5匹中海瞑No．1

の成績のみを表示し，R． m・死菌海士冤疫血清

に於ては海瞑No．6より海狽：No．10に至る5匹

中海瞑：No．6の成績のみ， OX死菌海狽牛疫血

清に於ては海狽No．11より海狸：N⑪．15に至る

5匹中海瞑No．11の成績のみを表示した（第

2表参照）．

 即ちR・P・死菌家兎冤疫血清（第1表家兎

No・1）に於ては，該當抗原に香し補艦結合辰憲

では第：7日目は1：16倍（十），第；14，第21日目

は何れも1：64倍（士），第28日目は1：8倍（±），

凝集反鷹では第7日目は1：128倍（土），第14，

第21日目は何れも1：512倍（十），第28日目は

k32倍（十）， R． m．死菌家兎免疫血清（家兎

N⑪．3）に於ては，該當抗原にi下し補艦結合反磨i

Nでは第7日目は1：16倍（＋），第14日目は1＝64

倍（十），第21日目は1：16倍（十），第28日目は

ユ：4倍（十），凝集反臆iでは第7日目は1：128倍

 （土），第14日目は11512倍（＋），第21，第28日

日は何れも1：32倍（十），又OX死菌家兎冤疫

血清（家兎No． 5）に於ては， OX抗原に封し補

醤結合反鷹では第7日目は1：8倍（＋），第14日

目は1：32倍（＋），第21日目は118倍（±），第

28日目は1：2倍（十），凝集反慮では第ン日目は

 1：256倍（十），第；14日目は1：1，024倍（十），第；

21日目は1：512倍（＋），第28日目は1：256倍

第1表 死菌家兎冤疫血清概査成績

血清の種類 検査法

     一

R原の種類

@    ’

経   過   日  数

7日i・4日12・日128日

R・P・

補醒結合反懸

R．P・

q．m．

i，X

ｭ）X上澄液 、

2（一）

R

16（＋）164（±）2（一）1      4（＋）      4（士）      分

64（土）

Q（＋）

Q（一）

Q（＋）

8（±）

Q（一）

Q（一）

Q（一）

凝集反心 R．P．

q．m．

nX

128（士）

R2（±）

P6（＋）

512（＋）

U4（±）

@8（＋）

512（＋）

R2（＋）

P6（±）

32（＋）

W（＋）

W（＋）

R・m・

補燈結合反懸

R．P．

q．m．

nX
nX上澄液

16（士）

P6（＋）

Q（一）

16（＋）

P64（＋）

Q（一）

4（＋）

?U（＋）

Q（一）

S（±）

2（一）

S〔＋）

Q（一）

Q（一）

凝集反懸 R．P．

q．m．

nX

16（＋）

P28（±）

W（＋）

32（＋）

T12（＋）

P6（＋）

16（±）

R2（＋）

W（土）

16（士）

R2（＋）

W（士）

Ox （@  家

睡 蓉 轟

R．P．

q．m．

nX
nX上澄液

2（一）   2（±）

@ 2（±）
P  32（＋）

P臼

4（±）

Q（＋〕

W（±）

P6（＋）

2（＋）

Q（士）

Q（＋）

P6（士）

凝集反懸 R．P．

FR．m．

nX

 2（＋）

@4（±〕

Q56（＋）

 16（＋）

@8（＋）

P024（＋）

  8（＋）

@ 4（十）

4（＋）

@4（＋）

Q56（＋）

一
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町2表 死菌町回冤疫血清楡査成績

経 過 目 敏

抗原の種類    1倹ｴの種類樵査法
@   1 7  日 ・4日121日128日

R・P・

三六血［合忌避

旦… 18（＋）

P熱iiili
64（±）

Q（＋）

Q（±）

S（＋）

海瞑麗死の爲

｢後の観察不

¥

凝集反懸 R．P．

q．1m．

nX

32（±）

W（土）

S（士）

128（＋）

P6（＋）

W（＋）

同  上

    ，q・m・

補盟結合反懸 R．P．  1 2（一）R・m・ ｝ 4（＋）

F菱上唇18

  8（＋）

@32（＋）

@ 2（一）

海瞑丁丁の爲

｢後の観察不

¥

凝集反懸

R・P・

q．m．

nX

  4（＋）

@16（＋）
p4（±）

32（士）

P28（士）

S（＋）

一 同  上

    補
Ex ｧ羅

合反影

R．P．

q．m。

nX
nX上澄液

2（一）

Q（一）

Q（一）

¥

2（一）・

Q（一）

Q（士）

2（一）

Q（一）

Q（一）

Q（一）

2（一）12（一）2（一）2（一）

藷瞑冤 No．疫 11 1血 ）清   引

凝集反懸 R．P．

q．m．

nX：

2（一）

Q（一）

Q（一）  1

4（＋）「

Q（一）

W（＋）

・（釧 2（一）4（±）1 2（一）8（＋）1 2（一）

第3表 R．P．死菌人冤疫血清検査成績

1槍ド 継日数
 査
 法 抗原種類

補

盟
結
合
反
町

凝
集
反
身

R．P．

R．皿．

ox
OX上澄液

R．p．

R．m．

ox

7  日

2（＋）

2（一一）

2（一）

32（＋＞

16（＋）

8（＋）

14 H

16（＋）

8（士〕

i，4C＋）

256C＋）

64（十）

64（＋）

21  日

4（±）

2（一）

2C一一）

2（一）

64（＋）

8（＋）

8（＋）

28  日

4（±）

2（一）

2（一）

2（ 一一）

32（±）

16（±）．

8（＋）

（＋），OX上澄抗原に到する補磯結合慣は第21

日目は1：16倍（＋），第28日目は1：16倍（±）

であb，一方非早早抗原に侍しては該當抗原に

樹するよりも遙かに低V・債を示した．同様な歌”

況は海狽のR．P．， R． m．及びOX琵疫血清（第一
 h

2表参照）並にR．P．人発喪血清（第3参照表）

に於ても認められた。

 本章を通覧するに，家兎，海瞑，人の各種冤

罪血清に於て何れも抗罷産生は既に最終注射日

よb第7日目に見られ，第14日目には急激に産
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生量は上昇し第21日目にはその歌況を持熟する

か或は梢減退を見，爾後急激に減退してみる．

而して該血清は該當抗原に樹し一回當抗原に封

ずるより遙かに高い凝集債並に一門結合便を示

し，前者は常に後者より高い債を示した．上述

各實験動物には獲熱を見なかった．叉海外は家

兎及び人に比して抗罷産生量：少く，特rc OX抗

原に封ずる抗膿産生量は極めて低VOが，本實験

に於ては5匹中2匹に之を認めることが出來

た．

 この窯に：つき朋里29）は海狼血球にはCa鵬一

nedaの所謂X因子に類する一抗原が存在し，

この爲に漉冥が褒疹チフス，獲疹熱に感染して

もWeiレ：Felix反慮は陽性とならなV・が，他面

極めて低いが陽性を示す場合もあるからWeil－

Felix反慮の本態に關する凡ての解繹に謝して

は樹研究の絵地があると述べてみる．

第4章 藁集素の二二試験

 冤疫血清はR． P．，R・m・及びOX菌の死菌

家兎冤疫血清（家兎N⑪・・1，N・・3，N・・5），吸

牧抗原及び反慮抗原はR・ P・，R・m・及びOX

菌抗原（第2章第1節参照）を使用した・

   第1節 R．P．死菌家兎冤疫血清

        の吸牧試験

 第4表に示す如く，R． p．血清（家兎Ne． 1）を

R．p．抗原で吸牧すれば後武の凝集三戸に於て

各高慮抗原に封し何れも1：4倍（一一 ），R・m・抗

原を以て吸牧すれば三次の凝集反町に於てR・P

抗原に野し1：64倍（土），R・ m・抗原に封し1：4

倍（一）・OX抗原に面し1：4倍（十）， OX抗原

を以て吸牧すれば後次の凝集反町に於て：R．p．

抗原に記し1：64倍（土），R．m．抗原に乱し1：16

倍（＋），OX抗原に封し1：4倍（一）の成績を示

した．

   第2節R．m．死菌家兎冤疫血清

        の吸牧試験

 第5表に示す如く，R・m・免i疫血清（家兎No．

3）をR．p．抗原で吸牧すれば，後次の凝集反

憲に於てR．P．抗原に附し1：4倍（一）， R．m．

抗原に射し1：64倍（±），OX抗原に帯し1：8

第4表 R・P・死菌家兎冤疫血清

 （家兎N⑪．1）の吸牧試験成績

第5表R．m．死菌家兎二二血清

 （家兎No，3）め二二試験成績

血清稀羅倍敷吸抗

P収原
反懸抗原

4」8」・6132164i・28

R．P・

P

R．P．

q．m．

nX

一一圃 一一一 一一闇 一一一 團一幽 一｝一

…Rm．。
R．P．

q．m．

nX

十一十 十一一 十一嗣 十一一 ±一一
一一一

OX
R．P．

q．m．

nX

十十騨 十十一 十十團 ナー醐

 ±

@一
@一
c一一一

一一一

封

照

註）本表に記載ぜる冤疫血清の呼収前凝集慣は

 R．P．に給し1：512倍（十）， R・m・に封し

  1＝64倍（＝ヒ），0）～菌に射し1：8倍（十）で

  あった．

自註

  反慮抗原
牧原

血清稀繹倍数
41si・6i32國・28

   ’R．p． 1 一一一 1－1－1－

iR・p・1R・m・ 1十1十1十1十1±

OX・ 十 十 一 一

R．P．
一 一 一 一

R．m． R．m． 一 一 一 一

OX ■ 一 一 岡

R．P． 十 十 十 一

OX R．m． 十 十 十 十

OX 一 一 闇 一

封

照

註）本表に記載せる冤疫血清の吸細帯凝集便は
  R・P・1：；1封し1：32倍（十），R・m・にi封し

  1：512倍（十）， Ox 菌1こ封し 1：16 倍（十）

  であった．
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野（十），R．m。抗原を以て吸陣すれば後次の凝

集反磨に於て各抗原に劃’し何れも1：4倍（→，

OX抗原を以て吸聾すれば，後次の凝集下位に

於てR． P．抗原に恥し1：16倍（＋），R． m．抗

原に煙し1：32倍（＋），OX抗原に謝し1＝4倍

（一）の成績を示した．

   第5節 OX死菌家兎冤疫血清

        の吸牧試験

 第6表に示す如く，OX忍笠血清（家兎No・5）

をR．p．抗原で吸黙すれば，後帯の凝集反鷹に

於てR．P．抗原に封し1：4倍（一）， R．m，抗原

に謝し1：4倍（土），OX抗原に封し1：128倍

（士），R． m．抗原で吸牧すれば，後次の凝集反

慮に於てR。P．抗原に毒し1：4倍（土）， R． m．

抗原に押し1；4倍｛一），OX抗原に早し1：128

倍（±），OX抗原を以て吸牧すれば，後駆の凝

集反慮に於て各抗原に封し何れも1：4倍（一）め

成績を得た．

 本章を通覧しR．1）．，R． m．及びOX菌に於

ける各種抗原の存在を吸牧試験の成績より次の

如く思考することが出肥る．帥ちR．P．に就て

は．（1＞R．P．血清をOX菌で吸牧してもR・P．

凝集雌馬の外icR．m．の凝集賢慮が租帰るから

R． P．とR．m．の聞にのみ共通の抗原がみる．

｛2）R．P．血清をR．m・で吸聾してもR・P・凝

集馬蹄の外にOXの凝集下穿が梢疑るからR・P．

第6表 OX死菌家兎冤疫血清

（家兎N⑪．5）の野卑試験成績

｝一
z抗 血清稀繹倍歎 封

反磨抗原
牧原： 4181・61321641・28 照

R．P．
一 一 ■ 闘 騨 一 一

R．P。 R．m．、 ± 隔 一 一 一 一 圏

OX 十 十 十 十 十 ± 一

R。P． ± 一 一 一 一 脚 一
R。m． R・即・

一 一 幽 一 一 一 一

OX 十 十 十 十 十 士 一

R。P．
鴨 一 一 扇 一 一 一

OX R．m．
幽 一 一 晒 一 一 一

OX 踏 一 一 一 一 一 目

測）本表に記載ぜる免疫血清の吸牧：前凝集債は

 R・p・に賦しユ・16倍（＋），R・m・に恥し

  1：8倍（十），OX菌に湿し1：1⑪24倍（十）

 であった．

とOX菌の問にのみ共通の抗原がある．（3）

R． p．血清をR．m．で吸題するとR．p．の債も

OX菌の債も残るが甚しく低下するからR・p．，

R・m・，OX菌の三者に共通な抗原がある．（4）

RP・血清をR・m・で吸題しても， OX菌で吸

牧しても常にR．P．凝集反鷹が強く残るから

R． p．固有の抗原があると考へられる．同様に

R．m．にもOX菌にも4種の抗原があるもの

と思、ふ．             ・

第5章 生菌冤疫の経過

 第3章に於て死菌冤疫による家兎，海狸，人

の菟疫経過を槻察したが，本章に於ては生菌免

疫に於ける経過を観察し，爾者の冤疫維過に相

異なきやをエ：ヒ較弛見察した．

 使用動物敏は各抗原に到し家兎は各々1頭

宛海狸は各々5匹宛で，各種家兎生菌琵疫血

清の成績は第7表に示す通りである．次にR．P．

生菌海際琵疫血清に於ては海狽No．16より海

狽No．2⑪に至る5匹がほ野同様の成績を示し，

又R．rn．生菌海狽冤疫血清に於ては海旗No．21

よ塾海猴N⑪．25に至る5匹が，OX生菌海図

冤疫血清に於ては湖冥：No．26よ塾一三No． 30

に至る5匹がua Y“同様の成績を示したので各種

生菌海狽冤疫血清の成績は海狼No．17， No．21，

No．28（第8表滲照）の成績のみを表示した．

 即ちR． P．生菌家兎一戸血清（家兎No．7）に

於て，該當抗原に封し補膿結合反慮ではag 7日

目は1：8倍（十），第；14日目は1＝32倍（十），凝

集反慮では第7日目は1：32倍（十），第14日半

は1：128倍（十〉，Rm．生菌家兎冤疫血清（家

兎：No．8）に於ては該當抗原に封し隅瓦結合反

慮では第7日目は1：16倍（＋），第14日目は1：32
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as 7表 生菌家兎免疫血清二二成績

冤疫血清

ﾌ種類

橡査法

経過日面

7則ユ・日

R・P・

補盟結合反懸

R．P．

q．m．

nXl

Ex上面

8（＋）

Q（一）

Q（一）

Q（一）

32（＋）

W（±）

S（±）

S（土）

凝集反懸 ：R．P．

q．m。

nX

32（＋）

P6（±）

S（＋）

128（＋）

P6（＋）

W（±）

R・m・

補膿結合二一

R。P。

q．m。

nX
nX上澄液

8（＋）

P6（＋）

Q（一）

S（±）

8（＋）

R2（＋）

Q（一）

S（＋）

凝集反．懸

R．P．

q．m．

nX

16（＋）

R2（＋）

W（＋）

32（＋）

P28（＋）

P6（±）

ox

緩解結合反懸

R・P．

q．皿．

nX
nX上澄液

2（一）

Q（一）

S（＋）

W（＋）

4（＋）

S（±）

P6（＋）

R2（＋）  －

凝集反磁 R．P．

q．m。

nX

16（±）

S（＋）

?Q8（＋）

16（＋）

W（＋）

Tユ2（士）

倍（十），凝集反慮では第7日目は1：32倍（十），

第14日目は11128倍（十），叉OX生菌家兎冤

疫血清（家兎：No． 9）に於ては， OX抗原に濡し，

補艦結合反慮では第7日目は1：4倍（十），第14

日目は1：16倍（十），凝集反慮では第7日目は

1＝128倍（十），第14日目はZl：512倍（±）， OX

上澄抗原に離し補禮結合反慮では第7日目は

1：8倍（十），第14日目は1：32倍（十）であり，

各冤疫血清は何れも非該當抗原に奇しては該當

抗原に封ずるよbも低い便を示した．次にR．P．

生菌海狽菟疫一血清（海狼：N⑪．17）に於ては，該

當抗原に封し補禮結合反鷹では第7日旧は1：4

倍（十），第14日目は1＝64倍（±），凝集反回で

は第7日目は1：32倍1（十），第14日目は1：128

倍（＋），R．m，生菌海丁丁疫血清（海瞑N⑪．2D

に於ては，該當抗原に封し補罷結合反癒では第

7日目は1：4倍（＋），第14日目は1：16倍（＋），

凝集反慮では，第7日目は1：8倍（十），第14日

目は1：64倍（±）で，各萸疫血清は何れも三月

當抗原に劃しては該當抗原に封ずるより低い便

を示したととは家兎の場合と同様であった。荷

OX生菌海狽冤疫血清（海狽No． 28）に於ては

補膿結合反感，凝集反慮の何れに於ても各抗原

に愉し1：2倍（一）で，本實験に於ては三富5匹

中1匹にWei1一：Felix反歩陽性を認めた（第8表

参照）、

 本章の炭績を通覧するに，上述各血清は何れ

も第7日目には既に抗艦を産生し，第14日目に

は抗禮産生：量が急激に上昇し，凝集償は留手結

合債に比し遙かに高V・債を示し，而も各抗原に

樹し夫々特異性を示した．樹第3章と比較す

るに，死菌菟疫と生菌免疫の間には冤疫維過，

              ｝

  第8表 生菌海狼冤疫血清高羽成績

二二血清

の種類

R・P・

詣狽
免 N⑪．

窯9
清

R．皿．

生

菌
二
言
血

清

蕎

No．

巴

ox ﾜ
藷回
歴 No．

盈弩
満

山
法

抗原の種類

おロ

合
反
懸

鋤R

凝
集

‘反

補

結
合
反
1態

 ・p・

R．m． ｛

ox
OX上澄液

R．P・

R．m．

ox

R・P・

R．m．

ox
OX上澄液

面lR．P．

餐lR・m・

懸 OX
補

結
合
反

凝
集
反

R．p．

R．rn．

ox
OX上澄液

R．P・

R．m．

ox

経過日工

7司・・日
4（＋）

2（一）

2（一）

2（一）

32（＋）

8（＋）

4（＋）

2（一）

4（＋）

2（ 一一）

2（一）

2（＋）

8（＋）

2（一）

2（一一）

， 2（ 一）

2（一一）

2（一一）

2（一）

2（一）

2（一）

64（±）

8（±）

2（一）

8（士）

128（＋）

16（＋）

8（＋）

4（＋）

16（＋）

2（ 一）

2（±）

8（＋）

64（±）

8（＋）

2（一一）

2〈一）

2（一）

2（一）

2C 一）

2（一）

2（一一）
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凝集便と補艦結合債との關係及び各抗原に帯す

る特異性に於てさしたる相異は認められなかっ

た．

t

第6葦 海；狽：の一・實験

 余は曾て鋤海狽のR。P．及びR．m．琵疫血

清につきR．P．， Rm．各抗原との聞に交錯凝集

反鷹及び交錯補膿結合反憲を同時江施行した

所，第9表に示す如く補龍結合債が凝集偵より

第9表 生菌海狽冤疫血清槍査成績

1鍍蒲

1の種類

R．P・

生
菌

旗
門
濡

R．m．

 生
 菌

 疫
 血
 清

樵査法

補合

鐙反

結慮

凝
集
反
腔i

補合

歳計

結鷹

凝
集
反

．撚釧

種類11・
経   過 日 数

R．p．

R．m．

ox

司2⑪則3⑪舅・。日

R．p．

R．m．

ox

R．p．

R．m．

ox

R．P・

R．m．

ox

32（＋）

8（＋）

256（＋）

64（＋）

8（＋）

2C＋）

2（一一）

8（＋）

32C＋）

g（＋）

32（＋）

2（一一）

64（＋）

 4（＋）

 dn（一1．）

12g（一F）

256（＋）

8（＋）

64（＋）

2〈一）

128（＋）

32C＋）

e
64（＋）

 4（＋）

 2（一一）

128（＋）

256（＋）

8（＋）

32（＋）

2C’”’）

64（＋）

32（＋）

i－6一i＋）N

2（一）

2（一）

32（＋）

ユ28（＋）

註 使用海猿数はR・P・，R・m・各面清共夫・々5匹宛で，

  凝集償は何れもその平均値である．

遙かに高い便を示した．

 帥ちR． P．生菌海狸冤疫血清に於ては，該當

抗原に封し，補膿結合無二では第1⑪日月は1：32

倍（十），第20日目は1：256倍（十），第30日目は

1：128倍（十），第；4⑪日目は1：64倍（十），凝集

反慮では第10日目は1：8倍（ヰ），第2⑪，第30日

目は何れも1：64倍（＋），第；40 N目は1：16倍

（十），R． rn．生菌海瞑菟疫血清に於ては，該當

抗原に直し，補盟結合反慮では第io日目は1：32

倍（十），第20，第30日目は何れも1：256倍（十），

第40日目は1＝128倍（十），凝集反鷹では第10日

目は1：32倍（一P），第20日目は1：64倍（十），

第30，第4⑪日目は何れも1：32倍（＋）であり，

各野選血清は何れ竜非該當抗原に暫し該當抗原

に封ずる．よりも蓬かに低い債を示し，叉その補

4（＋）

32（＋）

e．E（．：2．．．．．） i

本四に記載せる補燈結合債及び

膿結合債は凝集債よ砂も常に遙かに高い債を示

しだ．一時この成績が動物の種騙に關係するの

ではなV・かと考へてるたが，今回の實験に於て

は，家兎，海狽，人の冤疫血清の闇に於てかS

る差を見出さす，常に凝集領は補膣結合債よb

高度に現はれ，その闇何等の差がなかった．即

ち各種動物発疫血清に於て何れも第7日目には

抗膣の産生を認め第14日目には急激に露宿産生

量が増加して最高値を示し，爾後次第に減少し

た，叉その凝集領が補禮結合債よb高く，該當

抗原に鉗し特異性を示した．師ち上蓮動物間に

は種驕による特異性は認められなかった．先に

報告した成績は當時使用した抗原の性朕による

ものと思考される．
    li
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                   鑑7牽結

                     ぎ 1）RP・及びR．m．の卵靴鶏卵培養によって

えられた抗原を：使用し，凝集反慮，晶晶結合国

憲及び凝集素吸牧試験を施行した所，嚢疹チフ

スと獲物熱は明かに鑑別することが崖來た．

 2）凝集反慮及び嫁迎結合反臆｛に於て，R．P．，．

R・m・，OX菌各冤疫血清は興野抗原にi饗し三

三當抗原：に鮒するよ砂輸遙かに高き凝集贋及び

弓場結合償を示し，前者は常に後者よゆ大なる

債を示した．

 5）吸牧試験により次の事項を認めた．i）R．P．

はその特異抗原の外に，R．m．とのみ共通な部

分抗原，OX菌とのみ共通な部分抗原及びR，

P．，R． m．， OX菌の三者に共通な部分抗原を有

論

ずる．ii）R． m。及びOX菌に於てもR． P．に

於けると同様な抗原分布歌態を認めた。

 の家兎，海狽及び人血清を使用し凝集反慮

及び補禮結合言置を行ったが，抗艦産生経過に

於て動物による種薦の差異は認められなかっ

た．      ”

 5）R． P．，R． m．及びOX菌による家兎及び

海獲門門に於て生菌冤疫と死菌即功の間にはさ

したる差異が認められなかった．

 （欄筆するに臨み，本絹験に終始御懇篤なる御指導

を陽む面面丈の御記閲を添くしたる恩師谷教授に深甚

の謝意を表す）
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